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目的　われわれは家庭管理学をより魅力あるものとするために、家庭管理に関する諸々の

　　知識を秩序づけて新しい授業体系を模索することを目的とする。

方法　家族構成員のもつ諸欲求の充足、広い意味での人間形成、さらにii家族の福祉の維

　　持・向上の実現のために家庭管理は存在すると考え、われわれは心理学者　Abraham

　　H a s t0 w　の欲求階層説を採用して、家庭管理学という学問体系を整理構築してみた。

結果　M a sI 0 w　の説にしたがって家族の諸欲求を分類し、欲求の構造を見極め、それぞれ

　　の充足を可能にする実践的手段についての科学的研究結果を多方面の学問領域から収

　　集した。ぐの結果、’まず生理的欲求とその充足については、生活時問にみられる様々

　　な生活行動を取りあげて、おのおのの生活行動について家庭生活を快適に過ごすため

　　の科学的および実践的な多くの知識を集め、整理統合することができることが分かっ

　　た。健康と安全の欲求に関しても、またさらに所属と愛の欲求、承認の欲求に関して

　　も、色々な学間領域の知識を総合して科学的および実践的知識をまとめることができ

　　る。また、より下層の欲求の充足により、より上層の欲求の充足が可能になるわけで

　　以上に述べたような諸欲求の充足が得られたならば、最高次の自己実現の欲求も充足

　　できると考える。
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に関連させる枠組みで、家庭経営の面か

かにした。

と克灰機器の出費　　　3 .家事行為の頻

ﾄ｡の変化

　桜島の行政区域刈に、危険率5 % 以内で令鳥27地点から比例配分によって125 0世

出し、1989年２月～３月にn 問紙による留t嵩調賓を実施した。回収率は87.5% （1094

で有効回収率は82.8%である。調査結果は、主として、行政区域、降灰量の多少に

分地域、主婦の年代屑と居住年数を分析軸として検討した。

　結果　20代～80代の主婦による意識および実態は次のようである。　　1）快適な生活環

境保全の主体として、家庭の自助力、地域共同体、地方自治体をあげ、行政区域、降灰量

別地域、主婦の年代屑によって認識の相違がみられた。　2）家庭趙営上の生活資源の消

耗度には強弱カドあり、経済面では克灰上の出費内容に降灰量別地域、主婦の年代層間に特

徴がみられた。また、家事行為の頻度には主婦の年代屑による相違がみられた。　3）降

灰に起因する主婦の就労等によって家庭運営上Iに生じた請事項の自己評価には行政区域、

降灰量別地域、主婦の年代層および居住年数による特徴が認められた。


